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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・11/13（金）立ち入り調査あり。記録の確認と挟み込み作業を行っていく。

・12/24（木）に青陽館クリスマス行事を予定している。内容は検討中である為、うみねこ幸房へのクリスマスメニューの希望日は、決まり次第連絡する。（担当：佐々木）

＜利用者様情報＞
・高橋　洋子　様～本人より電話があり、「頭痛い。左足に力が入らず上手く歩けない。ふらふらする」とのこと。頭痛は側頭部と前額部であり、昨日は鎮痛剤を服用したが、本日はまだ服用していないと話している。頭痛が酷い際は、服用するよう促し、足に力が入らない事に関しては、階段から転落後の後遺症も考えられる為、病院受診するよう促している。「わかりました。今日は休みます」と話し、本日デイケア欠席となる。来所時には、体調や生活状況を確認していく。

・繁名　和恵　様～本人より電話あり「脳が高速回転して、脳緊張だ」とのこと。幻聴でではないが、頭痛があるためロキソニンを服用したと話している。グループホーム世話人へは体調を伝え、青陽館のスタッフに連絡し出欠について決めるように言われたとのこと。デイケアに来所し、具合を確認した方がよい事を伝えるが「部屋で休んでます」と話し、デイケア欠席となる。来所時には、体調や生活状況を確認していく。

・植村　啓祐　様～昼食前にテーブルに伏している様子がみられており、状況を確認。昨日は一睡もしていないとのことで、理由を聞くと「デイケアがあるので緊張して…」と話している。悩んでいる事や困った事がある際には、スタッフに気兼ねなく相談するよう伝えている。プログラムの参加状況の確認や声掛けを行っていく。

・倉橋　生子　様～昨日、スタッフ2名と一昨日の行動についての振り返りを実施。怒鳴った理由として、特定スタッフに対し「（好意をもつ男性利用者と）付き合っている、何も言わないけど私は知ってる」「何かにつけて感じが悪い。今まで我慢していた」と不満を話しており、状況を確認しつつ、訴えを傾聴。傾聴することで、次第に落ち着いて自身を振り返ることができ「大声で怒鳴ったことを反省している」と話している。上記内容を青風荘へ情報提供している。本日は、スタッフをじっと見たり昼食時に食器を乱雑に扱っていたりしているが、易怒的となることはない。今後、何か気になることがある際には、思いを溜めず担当スタッフへ相談し、対処していくこととしている。

・鈴木　真知子様～午前中、コップにコーヒーを入れて、階段を下りてウロウロしているところをスタッフに声掛けされている。「お天気良いから、散歩に行こうと思って」と話している。スタッフに断わらずに屋外に出ないよう再度伝え、スタッフ付き添いのもと青陽館周辺を散歩する。散歩から戻ると、表情穏やかにプログラムへは参加出来ている。昼食後、スタッフに断わらずに外に出て、青風荘スタッフに呼び止められる。外に出たかった理由を確認すると、青陽館のプログラムが面白くない等と話している。今後も行動観察、所在確認を行っていく。上記内容を青風荘へ情報提供している。

＜外来情報＞

・土佐　将志　様～コンサータ減薬し薬剤調整中。アレルギー検査実施し、ロラタジンODフィルム1枚×夕食後処方。本人が2週間の処方を希望された為、2週間処方となっている。

・船場　幸子　様～インフルエンザ予防接種実施。

・久慈　邦夫　様～インフルエンザ予防接種実施。

・坂本　健治　様～昨日発熱あり鹿内内科を受診し、風邪薬を4日分処方されたと報告されている。本日13時から知能検査実施。

・中居　美津子様～胃薬の処方希望あり、FK散1週間分処方となっている。

・前野　義勝　様～メインター点鼻薬の処方希望されている。

カンファレンスシート（森　美智男様）　

実施日：H27年11月5日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長・川井・馬場

参加者：慶長、戸賀沢、藤田、會津、馬場、佐々木、油津

検討内容　目標の再検討

	氏名
	森　美智男　様
	性別
	男
	年齢
	55
	生年月日
	S35年3月20日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	コルサコフ症候群

ウェルニッケ脳症
アルコール性ニューロパチー
食道狭窄症

右とう骨骨折
大腸亜全摘術後

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける6.社会資源の利用

	本人希望
	再飲酒をせず、地域生活を継続する。身体合併症がある為、身体管理を行う。

	家族希望
	

	入院歴
	計1回（最終：H25年　3/18～　H25年　6/28　青南病院）

	通所歴
	１回目

※  前回：
※　今回：平成25年7月8日～～現在　　（週1回/月･火曜日）

	その他サービス利用
	青明舎、訪問看護、八戸赤十字病院外来受診(隔週月曜日)

	住居：自宅暮らし


	家族構成



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　級
	障害基礎年金級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①再飲酒をせず、地域生活を継続する。身体合併症がある為、身体管理を行う。


	①飲酒をせず、体調管理を整え地域生活を継続する。　


	①食事摂取状況の観察を行う。
	①食道狭窄がある為､自分の体調を自覚して､食事の際は飲み込みに注意する。職員は､食事の際は見守りを行い､嚥下困難時は無理に食べないよう助言する。また､再飲酒しないよう､飲酒に対する気持ちについて振り返りを行う。

	
	②生活リズムを整え、就労継続支援施設の利用を継続する。

	②デイケアへ通所し、就労継続支援施設利用を継続できるよう不安･負担等を職員へ相談する。
	②生きがいと日中の活動場所の確保を目的として､就労継続支援B型｢三本の木｣の利用を継続する。職員は､随時利用状況を確認し､必要時に助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①食事摂取状況の観察を行う。
	来所時には弁当を持参し､全量摂取している。詰まることなく摂取出来ているが､危険性も充分考慮して食事を選択するよう伝えている。飲酒については､｢飲むものがないから､飲まない｣等と話しており､断酒の必要性については理解が低い様子だが､妻の協力により飲酒できない状況が作れており､断酒を継続できている。（達成率60％）
	食道狭窄により食べ物の摂取に関して不安があること､断酒意思が未確立であることから計画を継続していく。
中期目標に飲酒についての記載があるが、短期目標に記載がなかったため、目標・計画に追加。身体管理については②に変更となる。

	②デイケアへ通所し、就労継続支援施設利用を継続できるよう不安･負担等を職員へ相談する。
	デイケア利用時には､楽しそうにレクに参加したり､職員と話したりと､利用に有意義を感じている様子も見られている。就労継続支援B型｢三本の木｣の利用も､月･水～土曜日に同施設を利用している。｢疲れた｣と話すものの､頼られて作業をすることや､給料をもらえることに対して楽しさを感じている様子があり､楽しげに作業内容を説明している。（達成率90％）
	仕事について疲労を感じやすく､助言が必要な為､計画を継続する。
食道狭窄症などの身体管理についての目標・計画を追加変更とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①再飲酒をせず、現在の生活を継続する。
②生活リズムを整え、身体管理を行い、就労を継続できる。
	①飲酒をせず、現在の生活を継続する。　


	①断酒の必要性を理解し、実践できるようになる。
	①ＡＬプログラムや個人面談にて飲酒についての振り返りを通して、再飲酒しないよう､飲酒に対する気持ちについて確認し、断酒の必要性を理解できるようになる。

	
	②身体合併症があるため、生活リズムを整え、就労継続支援施設の利用を継続できるように行う。

	②食事摂取状況の観察を行う。デイケアへ通所し、就労継続支援施設利用を継続できるよう不安･負担等を職員へ相談する。
	②食道狭窄がある為､自分の体調を自覚して､食事の際は飲み込みに注意する。職員は､食事の際は見守りを行い､嚥下困難時は無理に食べないよう助言する。生きがいと日中の活動場所の確保を目的として､就労継続支援B型｢三本の木｣の利用を継続する。職員は､随時利用状況を確認し､必要時に助言する。


